
建築・土木
・社会基盤

DualSPHysicsを用いた津波による
移動変形シミュレーション

• 近年のGPUなどのコンピュータの処理能力の向上は、大規模計算
が必要な海岸構造物の設計にも適用されつつある。SPH法に基づく
オープンソース流体解析コードDualSPHysicsは、GPU解析が可能で
ある点から海岸構造物の設計への適用が期待される

＜論文＞
• Yamamoto, T., Yasuda, T., Oguma, K., Matsushita, H.: 

Numerical simulation of scattering process of armour blocks 
on additional rubble mound behind breakwater during 
tsunami overflow using SPH method, Computational Particle 
Mechanics, 16p., doi: 10.1007/s40571-021-00429-7, 2021.
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【「津波作用に関する研究レビューおよび活用研究小委員会」活動】

津波研究では、理論的な議論に加えて、実験や調査、観測が多数実施され、膨大なデータが蓄積されて
きた。土木学会 海岸工学委員会内の小委員会にて、既存データを体系的に整理し、多くの研究者や実務
者が活用できる基礎資料を提供するための活動を行っている。

【DualSPHysics】

粒子法による解法で、計算格子を用い
ないことから、大きな変形を取り扱うこと
ができ、相変化をモデリングすることがで
きることに強みがある。

用途・応用分野
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本技術の特徴・従来技術との比較

技術の概要

DualSPHysicsは、SPH (Smoothed Particle Hydrodynamics) という流体計算に用いられる微分方程式の数
値解析法に基づいたモデル。SPHは、計算対象物を有限個の粒子によって表現し、ラグランジュ的に粒子を
移動させながら解析する粒子法であり、オイラー法の適用が困難な自由表面流れの研究のために開発され
た。

沿岸構造物の移動変形や、作用する津波の衝撃力などに適用できる。

↓沿岸湖沼に突入する津波による地形変化に関する水理実験
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↑シミュレーションサンプル

※シミュレーションと水理実験

による比較研究
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